
国民健康保険特別会計（事業勘定）

　国民健康保険特別会計（事業勘定）は、国民健康保険の保険給付等を行うため設置されてい

る特別会計である。

１１１１　　　　決算規模決算規模決算規模決算規模

（単位：円、％）

区　分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
予算執行率

歳入 歳出

２０年度 7,116,565,000 7,145,876,153 7,056,481,914 89,394,239 100.4 99.2

１９年度 7,498,219,000 7,196,793,063 7,174,413,391 22,379,672 96.0 95.7

比較増減 -381,654,000 -50,916,910 -117,931,477 67,014,567 4.4 3.5

増減率 -5.1 -0.7 -1.6 299.4 － －

※　歳入決算額には、還付未済額248,800円が含まれている。

　当年度の決算額は、歳入7,145,876,153円、歳出7,056,481,914円であり、歳入歳出差引額

が89,394,239円となっている。前年度と比較して歳入で50,916,910円（0.7％）、歳出で

117,931,477円（1.6％）それぞれ減となっている。

２２２２　　　　予算予算予算予算のののの執行状況執行状況執行状況執行状況

①歳入 （単位：円、％）

区　　　　分 予算現額 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 収入率

国 民 健 康 保 険 税 1,257,119,000 1,784,708,378 1,226,233,833 65,812,068 492,911,277 71.3

使 用 料 及 び 手 数 料 500,000 560,700 560,700 0 0 100.0

国 庫 支 出 金 1,552,205,000 1,648,472,919 1,648,472,919 0 0 100.0

療養給付費等交付金 614,656,000 610,982,000 610,982,000 0 0 100.0

前 期 高 齢 者 交 付 金 2,130,704,000 2,130,020,590 2,130,020,590 0 0 100.0

県 支 出 金 259,662,000 289,524,250 289,524,250 0 0 100.0

共 同 事 業 交 付 金 841,667,000 820,711,708 820,711,708 0 0 100.0

財 産 収 入 282,000 203,897 203,897 0 0 100.0

繰 入 金 434,499,000 387,080,597 387,080,597 0 0 100.0

繰 越 金 22,379,000 22,379,672 22,379,672 0 0 100.0

諸 収 入 2,892,000 10,746,364 9,705,987 0 1,040,377 90.3

歳 入 合 計 7,116,565,000 7,705,391,075 7,145,876,153 65,812,068 493,951,654 93.5

※　国民健康保険税の収入済額には、還付未済額248,800円が含まれている。

　国民健康保険税の収入済額は1,226,233,833円で、75歳以上の被保険者の後期高齢者医療制度

　への移行等により、前年度と比較して416,329,277円（25.3％）の減となっている。

　不納欠損額は65,812,068円で、前年度と比較して11,131,396円（20.4％）増となっている。

　国庫支出金の収入済額は1,648,472,919円で、療養給付費負担金等である。

　療養給付費等交付金の収入済額は610,982,000円で、制度改正による退職被保険者数の減等

　により、前年度と比較して1,243,170,000円（67.0％）の減となっている。

　前期高齢者交付金の収入済額は2,130,020,590円で、当年度で新たに設けられた科目である。

　共同事業交付金の収入済額は820,711,708円で、保険財政共同安定化事業交付金等である。
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②歳出 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

総 務 費 63,150,000 60,121,277 0 3,028,723 95.2

保 険 給 付 費 4,929,650,000 4,885,281,982 0 44,368,018 99.1

後期高齢者支援金等 745,057,000 745,055,456 0 1,544 99.9

前期高齢者納付金等 1,005,000 1,003,220 0 1,780 99.7

老 人 保 健 拠 出 金 141,905,000 141,904,324 0 676 99.9

介 護 納 付 金 344,942,000 344,941,226 0 774 99.9

共 同 事 業 拠 出 金 842,215,000 839,532,762 0 2,682,238 99.7

保 健 事 業 費 31,876,000 28,049,035 0 3,826,965 88.0

基 金 積 立 金 282,000 203,897 0 78,103 72.3

公 債 費 277,000 0 0 277,000 0.0

諸 支 出 金 11,297,000 10,388,735 0 908,265 92.0

予 備 費 4,909,000 0 0 4,909,000 0.0

歳 出 合 計 7,116,565,000 7,056,481,914 0 60,083,086 99.2

　総務費の支出済額は60,121,277円で、総務管理費のほか、国民健康保険税システム改修業務

　委託料等、徴税費などである。

　保険給付費の支出済額は4,885,281,982円で、被保険者療養給付費等である。

　後期高齢者支援金等の支出済額は745,055,456円、前期高齢者納付金等の支出済額は

　1,003,220円で、いずれも制度改正に伴い、当年度で新たに設けられた科目である。

　老人保健拠出金の支出済額は141,904,324円で、老人保健医療制度の後期高齢者医療制度へ

　の移行に伴い、前年度と比較して904,610,808円（86.4％）の減となっている。

　介護納付金の支出済額は344,941,226円で、前年度と比較して32,037,170円(8.5％）の減と

　なっている。

　共同事業拠出金の支出済額は839,532,762円で、保険財政共同安定化事業拠出金等である。

　保健事業費の支出済額は28,049,035円で、特定健康診査等事業費等である。

　予算流用は5件で、47,576,852円であった。

３３３３　　　　国民健康保険税国民健康保険税国民健康保険税国民健康保険税のののの状況状況状況状況

①収入済額の推移 （単位：円、％）

区 分 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

能 代 市 1,287,213,996

1,670,311,887 1,678,619,985 1,642,563,110 1,226,233,833

二ツ井町 316,691,281

計 1,603,905,277

前年度比較 17,163,185 66,406,610 8,308,098 -36,056,875 -416,329,277

増 減 率 1.1 4.1 0.5 -2.1 -25.3

※平成２０年度には、還付未済額248,800円が含まれている。

※平成２０年度では、後期高齢者医療制度への移行等により被保険者数が減少している。
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②収入率の推移 （単位：％）

区　　　　　　分 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

一 般

現年課税
能 代 市 92.50

92.33 91.85 91.60 90.64二ツ井町 94.60

滞納繰越
能 代 市 10.02

8.89 8.06 8.31 7.93二ツ井町 10.38

退 職

現年課税
能 代 市 98.47

98.14 98.15 98.16 96.40二ツ井町 97.64

滞納繰越
能 代 市 17.39

15.13 15.87 23.31 18.34二ツ井町 12.41

全 体
能 代 市 80.41

79.77 78.30 77.26 71.32二ツ井町 83.06

　国民健康保険税の収入率は、一般被保険者分、退職被保険者分、それぞれ現年課税分、滞納

繰越分ともに前年度を下回った。全体の収入率は、ここ数年１ポイント程度の減少が続いてい

たが、当年度では、前年度から5.94ポイントの減となっている。

　最近の景気低迷等、社会情勢の厳しさもあるが、国保税一般被保険者現年課税分の収入率に

おいては、92％を下回った場合、普通調整交付金の減額措置の対象となることから、なお一層

収入の確保に努める必要がある。

　平成１９年度の国保一般被保険者現年課税分の収入率は91.60％で、当年度の普通調整交付金は

26,028千円減額されている。また、当年度も収入率は90.64％で、基準の92％を割り込んだことか

ら、平成２１年度の普通調整交付金が約26,699千円減額される見込みとなっている。

③収入未済額の推移 （単位：円、％）

区 分 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

能 代 市 313,564,927

423,749,572 465,119,430 482,913,848 492,911,277

二ツ井町 64,568,438

計 378,133,365

前年度比較 21,789,975 45,616,207 41,369,858 17,794,418 9,997,429

増 減 率 6.1 12.1 9.8 3.8 2.1
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④不納欠損額の推移 （単位：円、％）

区 分 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

能 代 市 39,030,927

33,024,789 43,252,216 54,680,672 65,812,068

二ツ井町 6,456,021

計 45,486,948

前年度比較 -2,595,809 -12,462,159 10,227,427 11,428,456 11,131,396

増 減 率 -5.4 -27.4 31.0 26.4 20.4

⑤減免の状況 （単位：円、％）

年　　度 件　　数 金　　　　額

２０年度 163 10,213,700

１９年度 212 13,752,900

比較増減 -49 -3,539,200

増 減 率 -23.1 -25.7

４４４４　　　　保険給付費等保険給付費等保険給付費等保険給付費等のののの状況状況状況状況

①保険給付費の推移 （単位：円、％）

区 分 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

能 代 市 3,339,757,853

4,589,189,324 4,690,660,317 4,921,986,673 4,885,281,982

二ツ井町 856,944,698

計 4,196,702,551

前年度比較 250,103,900 392,486,773 101,470,993 231,326,356 -36,704,691

増 減 率 6.3 9.4 2.2 4.9 -0.7

②老人保健拠出金の推移 （単位：円、％）

区 分 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

能 代 市 1,061,936,493

1,218,537,639 1,148,798,571 1,046,515,132 141,904,324

二ツ井町 224,112,864

計 1,286,049,357

前年度比較 -237,012,853 -67,511,718 -69,739,068 -102,283,439 -904,610,808

増 減 率 -15.6 -5.2 -5.7 -8.9 -86.4

③介護納付金の推移 （単位：円、％）

区 分 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

能 代 市 294,321,695

405,097,964 406,423,959 376,978,396 344,941,226

二ツ井町 63,004,531

計 357,326,226

前年度比較 61,834,717 47,771,738 1,325,995 -29,445,563 -32,037,170

増 減 率 20.9 13.4 0.3 -7.2 -8.5
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国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）

　国民健康保険特別会計（直営診療施設勘定）は、富根診療所を経営し、医療を提供をするた

めの特別会計である。

１１１１　　　　決算規模決算規模決算規模決算規模

（単位：円、％）

区　分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
予算執行率

歳入 歳出

２０年度 57,654,000 56,252,589 55,822,913 429,676 97.6 96.8

１９年度 67,507,000 67,276,974 66,743,490 533,484 99.7 98.9

比較増減 -9,853,000 -11,024,385 -10,920,577 -103,808 -2.1 -2.1

増減率 -14.6 -16.4 -16.4 -19.5 － －

　当年度の決算額は、歳入56,252,589円、歳出55,822,913円であり、歳入歳出差引額

が429,676円となっている。前年度と比較して歳入で11,024,385円（16.4％）、歳出で

10,920,577円（16.4％）、それぞれ減となっている。

２２２２　　　　予算予算予算予算のののの執行状況執行状況執行状況執行状況

①歳入 （単位：円、％）

区　　　　分 予算現額 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 収入率

診 療 収 入 35,836,000 36,079,011 36,079,011 0 0 100.0

使 用 料 及 び 手 数 料 12,000 11,872 11,872 0 0 100.0

繰 入 金 19,302,000 17,655,000 17,655,000 0 0 100.0

繰 越 金 533,000 533,484 533,484 0 0 100.0

諸 収 入 1,971,000 1,973,222 1,973,222 0 0 100.0

歳 入 合 計 57,654,000 56,252,589 56,252,589 0 0 100.0

　診療収入の収入済額は36,079,011円で、診療日数等の変更に伴う外来収入の減等により、前

年度と比較して3,926,249円（9.8％）の減となっている。

　繰入金の収入済額は17,655,000円で、一般会計繰入金である。歳出の減により、前年度と比

較して7,417,000円（29.6％）の減となっている。

②歳出 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

総 務 費 35,934,000 35,626,726 0 307,274 99.1

医 業 費 21,720,000 20,196,187 0 1,523,813 93.0

歳 出 合 計 57,654,000 55,822,913 0 1,831,087 96.8

　総務費の支出済額は35,626,726円で、診療日数等の変更に伴い、医師等の人件費等が減とな

ったことにより、前年度と比較して9,251,190円（20.6％）の減となっている。

　医業費の支出済額20,196,187円で、医薬材料費等である。
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老人保健医療特別会計

　老人保健医療特別会計は、老人医療費の支払いを行うため設置された特別会計である。

　老人保健制度は２０年４月診療分から後期高齢者医療制度に移行したが、老人保健制度に係

る過誤調整等の処理のため、本特別会計は平成２２年度まで残ることになっている。

１１１１　　　　決算規模決算規模決算規模決算規模

（単位：円、％）

区　分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
予算執行率
歳入 歳出

２０年度 781,285,000 784,706,058 773,071,776 11,634,282 100.4 98.9

１９年度 7,446,624,000 7,296,923,074 7,400,122,538 -103,199,464 98.0 99.4

比較増減 -6,665,339,000 -6,512,217,016 -6,627,050,762 114,833,746 2.4 -0.5

増減率 -89.5 -89.2 -89.6 111.3 － －

　当年度の決算額は、歳入784,706,058円、歳出773,071,776円であり、歳入歳出差引額

が11,634,282円となっている。後期高齢者医療制度への移行により、前年度と比較して、歳入

で6,512,217,016円（89.2％）、歳出で6,627,050,762円（89.6％）、それぞれ減となっている。

２２２２　　　　予算予算予算予算のののの執行状況執行状況執行状況執行状況

①歳入 （単位：円、％）

区　　　　分 予算現額 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 収入率

支 払 基 金 交 付 金 354,180,000 349,801,292 349,801,292 0 0 100.0

国 庫 支 出 金 295,020,000 304,410,850 304,410,850 0 0 100.0

県 支 出 金 74,249,000 73,334,388 73,334,388 0 0 100.0

繰 入 金 55,670,000 54,993,207 54,993,207 0 0 100.0

諸 収 入 2,166,000 2,166,321 2,166,321 0 0 100.0

歳 入 合 計 781,285,000 784,706,058 784,706,058 0 0 100.0

　支払基金交付金の収入済額は349,801,292円で、前年度と比較して3,432,437,708円（90.8％）

の減、国庫支出金の収入済額は304,410,850円で、前年度と比較して2,025,043,115円（86.9％）

の減、県支出金の収入済額は73,334,388円で、前年度と比較して498,195,231円（87.2％）の減

となっており、いずれも制度改正によるものである。

  繰入金の収入済額は54,993,207円で、前年度と比較して550,043,031円（90.9％）の減となっ

ている。

②歳出 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

総 務 費 1,600,000 1,566,876 0 33,124 97.9

医 療 諸 費 676,025,000 667,846,370 0 8,178,630 98.8

諸 支 出 金 460,000 459,066 0 934 99.7

前年度繰上充用金 103,200,000 103,199,464 0 536 99.9

歳 出 合 計 781,285,000 773,071,776 0 8,213,224 98.9

　総務費の支出済額は1,566,876円で、前年度と比較して13,987,565円（89.9％）の減である。

　医療諸費の支出済額は667,846,370円で、前年度と比較して6,677,569,940円(90.9％）の減と

なっている。この主な内容は医療給付費で、制度改正により大きく減となったものである。

　前年度繰上充用金の支出済額は103,199,464円で、これは前年度の歳入歳出差引不足額に対す

る繰上充用金である。
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後期高齢者医療特別会計

　後期高齢者医療特別会計は、後期高齢者医療制度を運営するため、平成２０年４月から新た

に設置された特別会計である。

１１１１　　　　決算規模決算規模決算規模決算規模

（単位：円、％）

区　分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
予算執行率

歳入 歳出

２０年度 541,588,000 538,124,288 535,678,888 2,445,400 99.4 98.9

※　歳入決算額には、還付未済額830,500円が含まれている。

　当年度の決算額は、歳入538,124,288円、歳出535,678,888円であり、歳入歳出差引額

は2,445,400円となっている。

２２２２　　　　予算予算予算予算のののの執行状況執行状況執行状況執行状況

①歳入 （単位：円、％）

区　　　　分 予算現額 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 収入率

後期高齢者医療保険料 374,581,000 379,337,400 376,660,900 0 3,507,000 99.3

使 用 料 及 び 手 数 料 153,000 143,900 143,900 0 0 100.0

国 庫 支 出 金 5,166,000 5,008,500 0 0 5,008,500 0.0

繰 入 金 161,677,000 161,305,588 161,305,588 0 0 100.0

諸 収 入 11,000 13,900 13,900 0 0 100.0

歳 入 合 計 541,588,000 545,809,288 538,124,288 0 8,515,500 98.6

※　後期高齢者医療保険料の収入済額には、還付未済額830,500円が含まれている。

　後期高齢者医療保険料の収入済額は376,660,900円、使用料及び手数料の収入済額は143,900

円となっている。

　国庫支出金5,008,500円は、事業費補助金で、繰越明許費とした保険料徴収システム改修事業

費の財源である。

  繰入金の収入済額は161,305,588円で、保険基盤安定繰入金等である。

②歳出 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

総 務 費 14,393,000 8,846,231 5,008,500 538,269 61.5

後期高齢者医療広
域 連 合 納 付 金 527,195,000 526,832,657 0 362,343 99.9

歳 出 合 計 541,588,000 535,678,888 5,008,500 900,612 98.9

　総務費の支出済額は8,846,231円で、事務費のほか、保険料徴収システム電算処理委託料等で

である。

　翌年度繰越額5,008,500円は、繰越明許費とした保険料徴収システム改修事業費である。

　後期高齢者医療広域連合納付金の支出済額は526,832,657円で、秋田県後期高齢者医療広域

連合への納付金である。
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介護保険特別会計（保険事業勘定）

　介護保険特別会計（保険事業勘定）は、介護保険の保険給付等を行うため設置された特別

会計である。

１１１１　　　　決算規模決算規模決算規模決算規模

（単位：円、％）

区　分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
予算執行率

歳入 歳出

２０年度 5,132,899,000 5,151,487,055 5,040,283,180 111,203,875 100.4 98.2

１９年度 4,890,516,000 4,970,159,614 4,812,611,400 157,548,214 101.6 98.4

比較増減 242,383,000 181,327,441 227,671,780 -46,344,339 -1.2 -0.2

増減率 5.0 3.6 4.7 -29.4 － －

※　歳入決算額には、還付未済額1,186,700円が含まれている。

　当年度の決算額は、歳入5,151,487,055円、歳出5,040,283,180円であり、歳入歳出差引額

が111,203,875円となっている。前年度と比較して歳入で181,327,441円（3.6％）、歳出

で227,671,780円（4.7％）それぞれ増となっている。

２２２２　　　　予算予算予算予算のののの執行状況執行状況執行状況執行状況

①歳入 （単位：円、％）

区　　　　分 予算現額 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 収入率

保 険 料 883,252,000 917,409,100 886,771,900 9,415,000 22,408,900 97.7

使 用 料 及 び 手 数 料 153,000 192,600 192,600 0 0 100.0

国 庫 支 出 金 1,221,438,000 1,252,301,303 1,252,301,303 0 0 100.0

支 払 基 金 交 付 金 1,460,440,000 1,464,400,768 1,464,400,768 0 0 100.0

県 支 出 金 714,157,000 710,439,607 710,439,607 0 0 100.0

財 産 収 入 103,000 102,461 102,461 0 0 100.0

繰 入 金 682,798,000 667,219,462 667,219,462 0 0 100.0

繰 越 金 157,548,000 157,548,214 157,548,214 0 0 100.0

諸 収 入 13,010,000 12,521,140 12,510,740 0 10,400 99.9

歳 入 合 計 5,132,899,000 5,182,134,655 5,151,487,055 9,415,000 22,419,300 99.6

※　保険料の収入済額には、還付未済額1,186,700円が含まれている。

　 　保険料の収入済額は886,771,900円で、第１号被保険者保険料である。

　国庫支出金の収入済額は1,252,301,303円で、介護給付費負担金のほか、介護従事者処遇改善

　臨時特例交付金等である。

　支払基金交付金の収入済額は1,464,400,768円で、介護給付費交付金等である。

　県支出金の収入済額は710,439,607円で、介護給付費負担金等である。

　繰入金の収入済額は667,219,462円で、一般会計繰入金である。

　諸収入の収入済額は12,510,740円で、地域自立生活支援事業利用者負担金等である。
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②歳出 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

総 務 費 75,932,000 74,542,419 0 1,389,581 98.2

保 険 給 付 費 4,713,455,000 4,629,029,546 0 84,425,454 98.2

地 域 支 援 事 業 費 112,224,000 106,502,657 0 5,721,343 94.9

財政安定化基金拠出金 5,089,000 5,088,126 0 874 99.9

基 金 積 立 金 148,893,000 148,293,088 0 599,912 99.6

公 債 費 139,000 0 0 139,000 0.0

諸 支 出 金 77,167,000 76,827,344 0 339,656 99.6

歳 出 合 計 5,132,899,000 5,040,283,180 0 92,615,820 98.2

　総務費の支出済額は74,542,419円で、事務費のほか、介護認定審査会費等である。

　保険給付費の支出済額は4,629,029,546円で、居宅介護サービス、施設介護サービス等の給付

　費等である。

　地域支援事業費の支出済額は106,502,657円で、介護予防事業費や地域包括支援センター運営

　事業費等である。

　財政安定化基金拠出金の支出済額は5,088,126円で、財政安定化基金拠出金である。

　基金積立金の支出済額は148,293,088円で、介護給付費準備基金のほか、当年度から新たに

　設置した介護従事者処遇改善臨時特例基金への積立金である。

　諸支出金の支出済額は76,827,344円で、前年度介護給付費交付金等の超過交付に対する返還

　金等である。

　予算流用は2件で、389,040円であった。

３３３３　　　　保険料保険料保険料保険料とととと保険給付費保険給付費保険給付費保険給付費のののの推移推移推移推移

①介護保険料の推移 （単位：円、％）

区 分 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

能 代 市 537,240,800

685,959,200 856,477,900 882,830,200 886,771,900

二ツ井町 148,094,900

計 685,335,700

前年度比較 6,597,400 623,500 170,518,700 26,352,300 3,941,700

増 減 率 1.0 0.1 24.9 3.1 0.4

②保険給付費の推移 （単位：円、％）

区 分 １６年度 １７年度 １８年度 １９年度 ２０年度

能 代 市 3,263,567,535

4,392,466,935 4,346,233,683 4,386,063,404 4,629,029,546

二ツ井町 868,324,474

計 4,131,892,009

前年度比較 470,082,507 260,574,926 -46,233,252 39,829,721 242,966,142

増 減 率 12.8 6.3 -1.1 0.9 5.5
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介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）

　介護保険特別会計（介護サービス事業勘定）は、介護予防支援事業所を運営するための特別

会計である。

１１１１　　　　決算規模決算規模決算規模決算規模

（単位：円、％）

区　分 予算現額 歳入決算額 歳出決算額 歳入歳出差引額
予算執行率

歳入 歳出

２０年度 27,418,000 26,146,235 26,146,235 0 95.4 95.4

１９年度 200,577,000 195,546,850 195,546,850 0 97.5 97.5

比較増減 -173,159,000 -169,400,615 -169,400,615 0 -2.1 -2.1

増減率 -86.3 -86.6 -86.6 - － －

　当年度の決算額は、歳入歳出とも26,146,235円となっている。デイサービスセンターとグル

ープホームが指定管理者による管理運営となったことにより、前年度に比較して、歳入歳出と

もに169,400,615円（86.6％）の減となっている。

２２２２　　　　予算予算予算予算のののの執行状況執行状況執行状況執行状況

①歳入 （単位：円、％）

区　　　　分 予算現額 調定額 収入済額 不納欠損額 収入未済額 収入率

サ ー ビ ス 収 入 27,396,000 26,125,500 26,125,500 0 0 100.0

諸 収 入 22,000 20,735 20,735 0 0 100.0

歳 入 合 計 27,418,000 26,146,235 26,146,235 0 0 100.0

　サービス収入の収入済額は26,125,500円で、介護予防支援事業所の介護報酬である。

　諸収入の収入済額は20,735円で、保険料繰替金戻入である。

②歳出 （単位：円、％）

区　　　分 予算現額 支出済額 翌年度繰越額 不用額 執行率

サ ー ビ ス 事 業 費 21,717,000 21,017,465 0 699,535 96.8

諸 支 出 金 5,701,000 5,128,770 0 572,230 90.0

歳 出 合 計 27,418,000 26,146,235 0 1,271,765 95.4

　サービス事業費の支出済額は21,017,465円で、介護予防支援事業所の管理運営事業費である。

　諸支出金の支出済額は5,128,770円で、一般会計への繰出金である。
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